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庄内こどもの杜幼稚園 概要
＜地域＞

○大阪府豊中市の南部に位置する（下町）

○神社の学園

〇下町の情緒が残っているが、地域に自然は少ない。

＜保育目標＞

○神をうやまい、親や自分を取り囲むまわりの人々を大切に
する子ども
○基本的生活習慣、態度を身につけた子ども
○心身ともに健康的で、ねばりのある子ども
○きまりを守り、みんなと仲良くできる子ども
○よく考えて工夫し、自分から進んで行動できる子ども
○情操豊かな心を持った子ども 2



クラス １号籍 ２・３号籍

０歳児
(6か月～）

６

１歳児 １０

２歳児 １２

３歳児 ３４ １３

４歳児 ３０ １９

５歳児 ４１ １５

合計 １０５ ７５

＜在園児数＞
令和元年７月現在 計１８０名

※３歳児～５歳児は、１・２号籍混合クラス
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こんな感じの園です
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今回の発表の趣旨

•外部講師と連携しながら、「公開保育を活用
した幼児教育の質向上システム」

（ＥＣＥＱ：通称イーセック）の仕組みを活用し
た園内研修を計画実施。

•その成果がどうであったかを発表しながら、
今後の園内研修の在り方を検討してみたい。



（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構ＨＰより

ＥＣＥＱ®パスポート

ご存知ですか？
ＥＣＥＱ®



園側の発表 35ｍ

講師側の発表 １５ｍ

質問紙の回収 5ｍ

質疑 35ｍ

【質問シートの記入のお願い】

園側・講師側の発表を聞きながらご記入ください。

発表終了後、回収させていただき、答えさせてい
ただきます。
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（園側の視点）
ECEQの仕組みを活用した

園内研修の試み
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学校法人 庄内神社学園

幼保連携型認定こども園

庄内こどもの杜幼稚園

副園長 北島孝通



発表者自身の
公開保育コーディネーター実績

•平成２７年度取得

•メイン２回（今年度３回目予定）

•サブ１０回以上

•豊中市の半日公開保育のコーディネート

年３回×９年目

※当園はＥＣＥＱ🄬公開保育

を平成２７年度に実施



自園職員とＥＣＥＱ®

•当園はＥＣＥＱ®型公開保育を２回

（H２５、H２７）行ったことがある。

•ＥＣＥＱ®型公開保育に参加した職員
（主任・副主任・他職員）がいた。

⇒園内のＥＣＥＱ公開保育の認知度

知っている（4：6）知らない



なぜ「ＥＣＥＱ®の仕組みを活用
した園内研修」をしようとしたか？

〇担任０～５歳児の担任が５年目まで

（８年目以上は、クラス担任を持ってい
ないフリー・役職者）

⇒初めて担当する学年で、保育の進め方
に悩む。 「これでいいの…？」

〇中堅の職員の退職により、近くで実践し
てくれるモデルが少なくなる。

「どうやるの？」



なぜ「ＥＣＥＱ®の仕組みを活用
した園内研修」をしようとしたか？
（自分自身）

•ＥＣＥＱ®で、多くの他園のお手伝い。

（他園のクラスを見て、他園の職員と話し合い）

【実施園の多くの評価】

「やって良かった公開保育」

「やらなければよかった後悔保育」

⇒自園を見ている？スミマセン自園の職員…

⇒せっかくなら、コーディネートで経験した
ＥＣＥＱの良さを、自園に！



「ＥＣＥＱ®の仕組みを活用
した園内研修」に期待するねらい

【公開クラス】
•聞きたいことが、現場を見て答えてもら
える

【見る側】
•他クラスの良さと課題を知る
•コメント力がつく
•自身の振り返りになる



若い担任集団が、
実践を見合える学びを

〇実は、隣のクラスをの保育はじっくり
見ることはできない。

※棚一つ置くだけで

隣は分からない。

〇公開園内研修を通して、互いの保育を
見る⇒見てわかる。



同僚性の向上に
つながる対話へ

〇新しいメンバ―が多いので、新たな人間
関係構築⇒他学年の交流

分かり合える職場環境作りの一環

「良さ・悩み」

〇認め合う対話「ここがいいね」

課題を出せる対話「ここが分からない」
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園内研修を受ける側が、
主体性を持てるように

〇講師が見て、アドバイスをもらう
形式からの変化

〇公開側が見てもらう点を出す主体性
を持つ

（見てもらう部分を公開側が出す。）



導入の流れ
学年代表者会で私から提案

【意見】
• 普段の姿を見てもらいたい（公開保育用の保育にな
らないように）。

• 周りにもクラスを見てもらえてよい。
• 他クラスを見ることで発見がある。
• 色んな歴の先生がみれたらいい。

【疑問】
• 日案が必要？⇒いらない
• 正規クラスだけ実施？

⇒未就園児クラス・預かりクラスもできたらいい。
• 分科会の持ち方は？⇒定例会議時間を利用して実施



実際の様子
ＥＣＥＱを参考に

•ＳＴＥＰ１⇒園長・リーダーの説明＝なし

•ＳＴＥＰ２⇒公開園内研の事前説明

事前研修（自分達の振り返り）

•ＳＴＥＰ３⇒問いづくり

•ＳＴＥＰ４⇒公開保育＆カンファレンス

•ＳＴＥＰ５⇒事後研修＝なし



ＳＴＥＰ２ 事前説明の流れ

•全体で１時間

•公開園内研の事前説明 【５分】

•事前研修（自分達の振り返り）

付箋記入 【１５分】

付箋共有とカテゴリー分け【１５分】

•問いづくりの説明 【１０分】

•質疑と問い仮作成 【１５分】



ＳＴＥＰ２



ＳＴＥＰ２



ＳＴＥＰ２



ＳＴＥＰ２



ＳＴＥＰ３

問いづくり
説明用紙

公開保育の当日質問について 
 

【当日の問いとは】 

・当日の公開保育で、「本当に自分（達）が見てほしい点」について、アドバイスをもらい

たい点について聞けるような仕掛けづくりです。これをすることで、公開保育の主導権を

公開側が持つことが出来ます。 

 

 

【当日の問いの構造】 

（今の子どもの姿・現状・育ち） 子どもは〇〇という姿を見せています。 

（ねらい・先生の望む姿・育って欲しいもの） 〇〇という育ちを願って、〇〇という姿を目指し 

（今までの具体的な試み・援助・環境構成等） 今まで○○をやってみました。 

（悩み・疑問）          （ただ、〇〇な時に〇〇という状況になります。） 

（問い＜問い言葉 下記参照＞）   〇〇について気付いたことを教えてください」 

 

《フリー型・広範囲型》良い点・悪い点、フリー意見など、すべて出る広い問いかけ 

「〇〇について気付いたことを教えてください」 

 

《二極化型》良い点・悪い点、両方聞ける。 

「〇〇について良い点・改善点を教えてください。」 

 

《改善型》対案や新アイデア、具体的な改善策を聞ける。 

「〇〇についてもっとこうした方が良いと思うことは何ですか？」 

 

《評価型》各園保育や、個々の保育観から照らし合わせた客観的な評価をもらえる。 

「子どもの様子はどう見えましたか？」 

 

《ある視点型》まったく違う視点・やり方のアイデアがもらえる 

「あなただったらこのねらいでどんなことをしますか？」 

 

《参照型》他クラスの内容や考えを参考にできる。 

「あなたのクラス（過去担当したクラス）ではどのようにしていますか・考えていますか？」 

 

《発見型》自分の気付かなかないねらいに近い子どもの姿を、一緒に探して見てもらえる。 

「どのような場面でそのような姿が見られましたか？」 

 

 

【当日最後の問いに入れた方がいい問い「その他」】⇒無自覚の良さや課題を知る 

「その他、あなたが見て気づいた良い点・改善点を教えてください」 

 

 

【当日の問いに不向きなもの・当日参加者が分かりにくいもの】 

（参観などの場で起こりにくいもの）＝喧嘩、いじわる、乱暴 

（一個人の価値観で変更できないこと）＝園の方針、行事、習慣、建物 

（個々のスキルに寄与するもの）＝本人の苦手、ピアノ 

（特定の子どもの関わり）＝特別支援的な子どもの対応 

（当日見られない）＝問いの内容を実践していない 



ＳＴＥＰ３

実際の問い



ＳＴＥＰ４

参加者に
配布する
用紙



ＳＴＥＰ４ 公開保育



ＳＴＥＰ４
参加者
付箋貼り



ＳＴＥＰ４
カンファレンス前
コーディネターの打ち合わせ



ＳＴＥＰ４
カンファレンス



ＳＴＥＰ４
カンファレンス



良さと課題：トップリーダー
【良さ】
• STEP毎の対話を通して、現場の良さと課題共有で
きる。

• 一つのクラスをじっくり見ることで、子どもの姿や
職員の姿を確認できる。

• 複数回繰り返すことで、共通する課題を発見できる。
⇒例:主とサブの動きの迷いが多い⇒動きの共有化

• 見ている職員の考え方を理解できる。
⇒ヒト・モノ・コトの興味
⇒共感的・課題発見型



良さと課題：トップリーダー
【今後の課題】

・この文化を、自分達でできるようにする。

ミドルリーダーのコーディネート・ファシリテー
ト力の向上

・多様な視点を提供する。

講師だけでなく、他園の参加や、ECERS等の
評価指標を使うなど。

（⇒肯定感や抵抗感が高まった頃合いを見ながら）



良さと課題：ミドルリーダー
【良さ】

•担任が今困っていることが具体的に知れ、共有
できた。

•他クラスの保育を見るきっかけになった。

•自分より経験が高い⇒学びになる

•自分より経験が低い⇒アドバイスのきっかけ

•他者に認めてもらうきっかけ

•他クラスの環境にも目を向けられる

•他クラスを見ながら、他クラスの職員と話が出
来る。



良さと課題：ミドルリーダー
【課題】

•まだ馴染んでいないため、ネガティブ意見の扱い
や、やっていない職員の不安がある

•認めあえる雰囲気を醸成、

• ECEQ🄬自体の周知



良さと課題：公開現場職員
【良さ】

• 自分自身無意識だった良さを気付けた。

• 自分の保育に自信が出てきた。

• 保育で困ったことのへの、次に生かせるアイデアを
もらえた。

• どうしていいか分からないことも聞けた。

• 正直言って最初は見られるのがすごく嫌だったけど、
いろんな意見をもらえて、結果良かった。

• 普段話し合わない内容を話せた。



良さと課題：公開現場職員
【課題】

•沢山の職員が見に来るので、普段の様子と子ども
が違った。

•もっと少ない人数で長い時間見た方が、子どもも
自然体だと思う。

⇒配慮を伝える。

•見てもらいたい部分が、見に来る先生が忙しくあ
まり見てもらえなかった。



良さと課題：参加職員
【良さ】

• 客観的に他クラス（自クラス）の子どもを見れた。

• 引いた目線で見て、良さと課題に気づくことが出来た。

• 他クラスの様子や環境等を知れた。

• フォローに入った時に、課題の部分を集中的にフォローできる。

• 自分だったらどうするかと考えながら、日々の自分と比べれた。

• 公開クラスの良さと課題を考える中で、自分のクラスのことについ
ても考える機会になった。

• 問いがあると、普段と違う視点で見ることが出来た。

• カンファレンスで、気付かなかった他クラスの良さと課題を知れた。

• 他の先生の意見も、今の自分に当てはめて考えることが出来た。

• 質問に対して、今までの経験を互いにいうことが出来た。

• 過去の実践例を共有できた。



良さと課題：参加職員
【課題】

•特に出ていません



良さと課題：コーディネーター

【良さ】

•コーディネータの経験を自園に返せる。

•ＳＴＥＰ２・３・４の進める経験を積める

•特に問いづくりを通して、対話を深められる。

•ファシテーターとしての経験



良さと課題：コーディネーター
【課題】

•他園でする時と違い、職員のパーソナリティーや
子どもの姿などの理解度が高い自園で実施する際
の中立性

⇒今までの関係性も引きずる

•やっぱり時間的がかかる

•公開保育を見合う時間のマネジメント



ご清聴
ありがとうございました



（講師から見た）
ECEQの仕組みを活用した

園内研修の試み
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期待するねらい

【公開クラス】

聞きたいことが、現場を見て答えてもらえる。

⇩

聞きたいことが仲間から見てもらうことで悩みが
わかってもらえる。



期待するねらい

【見る側】

他クラスの良さと課題を知る

コメント力がつく

自身の振り返りになる

⇩

ドキュメンテーションからの理解に類似。

仲間の個性を理解し自分に還元できる。

⇨状況を共有し一緒に対応を考えあえる。



同僚性の向上につながる対話へ

〇認め合う対話「ここがいいね」

公開した保育者それぞれが喜びを感じていた。

自分の良さを違う目から発見してもらえる。

同僚性の向上

〇課題を出せる対話「ここが分からない」

本当に聞きたかったことが聞けている。

＊同じ年次の意見や、気になっていた保育者に向けては

やや厳しめの意見も出ることがある。⇒ポジティブさが大切。



これまでの園内研修・公開保育
との比較
•これまでの庄内こども園とのかかわり。

•私立幼稚園公開保育の様子。

• ECEQまでの仲間研の公開保育の様子。

• ECEQとかかわってきて。

•公立幼稚園との比較



ＥＣＥＱを参考にした良さ

ＳＴＥＰ２⇒公開園内研の事前説明

事前研修（自分達の振り返り）

ＳＴＥＰ３⇒問いづくり

ＳＴＥＰ４⇒公開保育＆カンファレンス

カンファレンス前コーディネター

との打ち合わせ



課題について

•以外に感じたことを伝える時間がない。

ect どろんこのパンツ

•その瞬間にアドバイスがしずらい。

せっかく園で行うので、柔軟さが必要。



ご清聴
ありがとうございました


